
血対 ID  受理 日  番号  感染症 P   出典   概要   
新出  

（T）  文献   
70078  2007／  70346  異型クロ  ABC   イスラエルで血液事業を行っているMagenDavidAdomは、変異型   
07／27  イツフェ  newsretter  クロイツフェルトヤコブ病（vCJD）に関する供血延期基準を変更し、  7  

ルトヤコ  2007年5月4日  1980年以降にフランス居住歴がある人の供血を可能とした。1980  
ブ病  年から10年間のうちにイギリス、アイルランド、ポルトガルに居住歴  

のある人は、引き続き供血禁止となる。また、輸血を受けた人、B型  
肝炎やC型肝炎患者と一緒に住んでいた人、入れ墨を入れた人、  
内視鏡検査を受けた人、未検査の動物に噛まれた人の供血延期  
期間を短縮した。   

70078  2007／  70346  異型クロ  Biologic∂ls  ドイツにおいて、VCJDが血液供給へ及ぼす影響について実際の集  8   07／27   イツフェ  2007；35：79－  団データを基にモデル計算を行ったところ、輸血を介した伝播が  
ルトヤコ  97   vcJDを永続化するような可能性はなかった。更に、受血経験者を  
ブ病  供血から排除しても輸血の安全性向上にはほとんど寄与しない  

が、血液供給には多大な影響を及ぼすと考えられた。そのためドイ  
ツにおいては受血経験者の除外は推薦されなかった。   

70069  2007／  70317  異型クロ  CDC2006年  米国で3例目のvCJD症例が確定された。サウンアフピアで生まれ  
07′′18  イツフェ  11月29日   育った若年成人で、2005年後半から米国に住んでいる。2006年‖  

ルト■ヤコ  月下旬にアデノイドおよび脳生検により確定診断された。この患者  
ブ病  に輸血歴やヨーロッパ訪問歴はなく、子供の頃にサウジアラビアで  

BSE感染牛製品を摂食したことが原因と思われる。この患者に供血  
歴はなく、公衆衛生学的調査により、米国住民への伝播の危険は  
ないと同定された。   

70070  2007／  70324  異型クロ  CurrOpin   赤血球製剤の輸血によるヒトでのvCJD感染症例が報告されてい   

07／24  イツフェ  HematoI2007；  る。げっ歯類のTSEに関する実験で、赤血球製剤の感染性は赤血  9  

ルト・ヤコ  14：210－214  球自体に関係があるのではなく、残存している白血球や血韓のよう  
ブ病  な製剤中の他の成分に関係することが示された。VCJD因子がヒト  

赤血球と結合できないことが示されたら、VCJDが発生している国の  
血液サービスは輸血前に洗浄や濾過により感染性のある液相を取  

り除くことが賢明かもしれない。   

70059  2007／  70257  異型クロ  EmergInfect  vcJD二次感染防止のため、輸血歴のある人の供血を禁止している  10   06／15   イツフェ  Djs2007；13：  国もある。Dynamicage－StruCturedmodeIを用いて、この措置の効  
ルトヤコ  89－96   果を検討した。これは、供血者の行動、CJDの症例対照試験、受血  
ブ病  者の年齢分布および受血者の死亡の疫学的データに基づくモデル  

としては初めてのものである。食品によりヒトに導入されたvCJDの  
様な感染は、輸血のみにより拡大する可能性はないこと、また、輸  
血歴のある人を供血から除外することにより感染を免れるのは1％  

未満の症例にすぎないことが予測された。   

70064  2007／  70281  異型クロ  FDA／CBER  FDAは、米国で認可されたヒト血祭由来第∨Ⅰ打凝固因子製剤  
06／22  イツフェ  2006年10月15  

日  FDAの評価モデルの結果は、血友病Aおよびフォンウイルブランド病  
ブ病  FDA／TSEAC   

Meeting2006  が、ゼロではないかもしれないことを示唆した（＝またTSEAC（TSE  

年12月15日  AdvisoryCommitteeノは、PdFVIIl製品中のTSE除去の適切な聞値に  
ついて議論した，＝TSE除去レ／くルによ畑．vCJD感染リスクは大きく  
変動することが示されたっ   

70065  2007ノ  70299  異型クロ  FDA′CBER  FDAは、米国で認可されたヒト血祭由来第VIII凝固因子製剤  
06′29  イツフェ  2006年11月27  

日   FDAの評価モデルの結果は、血友病Aおよびフォンウイルブランド病  
ブ病  患者に使用されるpdFVIII製剤の、VCJD感染リスクは非常に低い  

が、ゼロではないかもしれないことを示唆した。製造工程での原因  
物質除去レベルにより、VCJD感染リスクは大き〈変動する．了 

10   



血対  感染症  

番号   （PT）   
出典   概要   

新出  

ID B 文献   

70070  2007／′  70二‡24  異型クロ  FDA／CBER  FDA、CDCおよびMHを含む米国Pub［icHealthServiceは、米国で  
07／24  イツフ工  2007年3月15  承認された血祭由来第∨ⅠⅠⅠ因子製品を投与された血友病Aおよび  

ルト・ヤコ  日   フォンウイルブランド病患者のvCJDリスクは極めて小さいとの見解  
ブ病  を示した。血渠由来第1X因子を含む他の血渠由来製品によるvcJD  

リスクは同程度もしくは更に小さいと思われる。   

70070  2007ノノノノ  70こ‡24  異型クロ  FDA／’CBER  近年、英国で得られた血焚から作られた血祭第×Ⅰ因子（pdFXりを投  皿   07．ノ′′24   イツフ工  2007年3月30  与された患者でのvCJDリスクが関心を集めている。1989年から  
ルトヤコ  日   2000年の間に米国では約50人に英国血渠由来のpdFXlが投与され  
ブ病  た。世界中でこれまで血友病や他の凝血疾患の患者において  

vcJDは全く報告されていない。これらの患者は長期間にわたり血  

渠由来製剤を大量に投与されていることから、PdFXIを投与された  

患者でのvCJDリスクは小さいと考えられる。   

70069  2007。′′ノ  70こ主17  異型クロ  HPAPress  輸血と関係した新たなvcJD疾患（4例日）が、最近診断された．二この  
l）7．■／′18  イツフ工  Statement  症例は後にvCJDを発症したドナーからの輸血を受けてから約9年  

ルト・ヤコ  2007年1月18  後にvCJDと診断された。同じ供血者からの輸血は以前に同定され  

ブ病   日   た1例とも関係していた。4例目の患者は以前からvCJDに暴露した  

可能性を知らされていた。4例目のvCJD感染症例により、輸血を介  
したと卜の間におけるvCしID感染リスクについての懸念が高まってい  

る．。4症例は全て、成分輸血に関係したものであり、血韓分画製剤  

による治療に関連した症例は今まで報告されていない。、  

70059  2007′／  70ニ！57  異型クロ  HeaIth   英国で4例目の輸血関連vCJD可能性例が診断された。．この症例は  

06．′／15  イツフェ  Protection  供血後約17ケ月でvCJDを発症したトナーからの赤血球輸血を受  
ルトヤコ  Reportl（3）  ナ、8年半後にvCJDを呈した。このトナーは3例目の輸血関連vcJD  
ブ病   2007年1月19  症例′へノ1のドナーでもある．。4例目の症例はプリオン蛋白遺伝子のコ  

日   ドン129がメチオニンホモ休であった⊂まだ生存中である。  

70069  200丁／  70こi17  異型クロ  JRSoc   血液由来のvCJDの流行の大きさを探るために感度分析を行い、公  
07／18  イツフ工  Interface   衆衛生的介入の有効性について調査した。．数学的モデルを開発  

ルトヤコ  doi：10．1098．／′rsi  し、悲観的モデリング仮定で評価すると、自己持績的流行が起こる  

ブ病   f．2007．0216  ならば2080年までに900例以内、楽観的仮定では250例以内となっ  

PL」b】islled   た。大規模な又は自己持続性流行に至るシナリオの可能性はある  
o111i11e   が実現性は低く、輸血を受けたヒトからのトネ∬ション禁止措置等  

の公衆衛生的介．入が有効である〝   

70059  2007′  70ニ：57  異型クロ  しaI－1Cel二2006：  vcJDを発症した供血者の輸血を受けた患者が神経学的徴候を発  

06ノ′－15  イツフェ  368：2061・－  現し、Natiorla＝⊃rio11Clilli《＝へ照会され，．、。′C、」Dと診断された後．．MRC  

廿トヤコ  2〔16了   PRION－1tl・ia＝ニ登辞された丁患者が死亡した際、．剖検時に脳と扁  
う病  桃腺の組織を得、免疫プロツテ心′ク法および免疫組織化学検査に  

より異常プリオンの存在を調べた。剖検により診断が確認され、、扁  
桃腺のプリオン感染が示された。扇桃脾の生検は、BSEプリオ」ノー7．－  

1次感染患者と同様、医原的曝罠を被った他の高リスク患者に和、ま   

ても早期の症状発現前診断を可能にする 

異型クロ        7（〕l〕69  2007  70317  

I：りけ  十ツフェ  31ち8：222ぐ：ト  すことのてきるアブ1ニテ日量寸脂L13と同等能力のl＿－盲ニラAとに二咤、て   u  

jLトヤコ  223r二き  血中に存在する内因性TSE感染性物質の除去能力を評価i＿た＝フ  【   
l  

染性の7釣が除去された二99匹中15匹か白血球除去した生血に感   クL．イヒ岬に感染させたハムスターの全血は白血球除去によって怒   Ⅷ E   
染したが、更に各々の樹脂を通過して滞られた最終産物を接種さ  

u H 毒  

jtた96匹又は川0匹はいすjtも発症しなかった樹脂によでて内圧  

性TSE感染性物質糾弾志され吾，こと7〕∴＝テきれた  

＝＝＝＝＝＝＝」  



血対 ID  受理 日  番号  感染症 PT   出典   
新出  

（）  概要   文献  70059  2007／  70257  異型クロ  PLoSONE  プリオン蛋白に高親和的、特異的に結合する吸着基質鋸conPrio  
06／15  イツフェ  2006；1：e71  Trapを開発し、ヒト、ウシ、ヒツジ、ヤギの乳汁中にPrPScの前駆体  

ルトヤコ  であるPrPCを同定することができた。PrPCの絶対量には種差があ  
ブ病  り、ヒツジの乳汁中で〟g／lレンジ、ヒト乳汁中ではng／ルンジであっ  

た。PrPCは、均質化し低温殺菌した市販ミルク中にも認められ、超  
高温処理を施しても内因性PrPC濃度はわずかに減少しただけで  

あった。TSEに感染した動物の乳汁がPrPScの感染源となる可能性  
を示唆する。  

70064  2007／  70281  異型クロ  PLoS   最近、大規模なスクリーニングによって、従来とは異なるPrPresが  
06′／22  イツフェ  Pathogens  ウシにおいて発見された。H型と呼ばれる高分子量のフランスのウ  

ルトヤコ  2006；2二956－  シPrPres分離株を、ウシまたはヒツジのPrPを発現するトランスジェ  

ブ病   963   ニックマウスに接種した。全てのマウスは神経学的症状を呈し、死  
亡し、これらの株が感染性プリオンの新規株であることが示された。  
この病原体は、BSE病原体およびヒツジスクレイピー病原体とは明  
らかに異なる特有の神経病理学的特徴を示した。   

70059  2007／  70257  異型クロ  ProcNatl   スクレイピー22L株に感染した神経芽細胞腫細胞およぴFUクロイツ  

06／／15  イツフェ  AcadSciUSA  フェルトヤコブ病病原体に感染した視床下部GT細胞は直交配列で  
ルトヤコ  2007；104：  高密度な25nmウイルス様粒子を示した。この粒子は膜に囲まれた  
ブ病   1965－1970  不完全結晶で、A型レトロウイルス粒子クラスターや異常PrP原綿維  

とは別に存在し、形態学的にも異なっていた。またPrP抗体でラベ  
ルされず、ホルポールエステル処理で増加しなかったことから、プリ  
オンではなかった。この粒子は後期PrP脳病変を誘発するTSE原因  
ビリオンである可能性がある。  

70059  2007／  70257  異型クロ  ProMED－   英国保健省は2007年1月8日、CJD患者数に関する最新情報を公  
06／15  イツフェ  mai120070108．  表した。VCJD確定例における死亡患者112名、VCJD可能性例にお  

ルトヤコ  0081   ける死亡患者（神経病理学的に未確定）46名で、死亡患者総数は  
ブ病  158名である。生存中のvCJD可能性患者は7名で、VCJD確定例ま  

たは可能性例総数は165名である。2006年12月4日の月例統計以  
来、死亡患者総数には変化なく、確定例または可能性例総数は1名  
増加した。このデータは英国におけるvCJD流行は減少しつつあると  
する見解に一致する。  

70061  2007／  70259  異型クロ  Science2006：  慢性消耗病（CWD）非感染シカをCWD陽性のシカの唾液、血液また  
06／15  イツフェ  314二133－136  ま尿・糞に曝露させた。その結果、CWDを伝播しうる感染性プリオン  

ルトヤコ  が唾液および血液中に認められた。CWDはシカ科の動物に容易に  
ブ病  伝播すると言える。プリオン感染では体液との接触に関する注意が  

払われるべきである。   

70070  2007ノ／  70324  異型クロ  TransfusCrin  血渠製品によるプリオン感染症例は今まで見られていない。国に  12   07／′24   イツフエ  Bio12006：13：  よって対策は異なるが、VCJDやBSEのある国での疫学的調査、特  
ルトヤコ  320－328   定の期間にBSE発生国へ旅行したり、住んでいた人や輸血や組織  
ブ病  移植を受けた人に対する供血延期措置、血築中の白血球除去、複  

雑な産業的分画過程中でのプリオンの除去などが行われている。  
エタノール分画、デブスフィルトレーションおよびクロマトグラフィー  
ま数logのプリオンを除去できる。またナノフィルトレーションもプリオ  
ン除去に有用な方法である。   

70061  2007ノ    異型クロ  VoxSa11guinis  PRDT（PathogenRemovalandDiagnosticsTechnologies二）は、全  
06′ノ‘15  イツフエ  2006；91（SしJ抑嘉  血、RBCまたは血韓存在下で，脳由来プリオンタンパウ貰およびTSE  

ルトヤコ  3）：70   感染物と強く結合する高親和性リガンドを得るため、何百万もの化  
ブ病  合物をスクリーニングした。その結果、PRDTのリード樹脂は赤血球  

存在下でも高濃度のTSE感染物を吸着し、低濃度の内因性TSE感  
染物を除去した。この樹脂を使用したMacoPharnlaP－Capt（TM）  
フィルターを用いることにより、輸血によるvCJD伝播リスクを軽減で  
きる。。  



鱒染症  

番号   （PT）   
出典   概要   

新出  

70317  アルツハ  Science2006：  アルツハイマー病患者、またはβ－アミロイド前駆体タンパク質   
文献  

イマ仙型  313：1781－  （APP）発現トランスジェニックマウスから得たアミロイドーβ（Aβ）含有  

認知症  り84   脳抽出物の希釈液を大脳内に注射すると、APPトランスジェニック  

マウスに、時間と濃度に依存した大脳内のβ－アミロイドーシスとそ  E  

れに伴う病変を誘発した。脳抽出物のシーディング活性は、Aβ免  

疲除去、タンパク変性、またはAβを宿主に免疫することによって、  
低下または消失した。外因性に誘発させたアミロイドーシスの去現  

型は、宿主と誘導物質の両者に依存した。   

70257  インフル  Science2007；  1918インフルエンザウイルスのヘマグルチニン受容体結合部位の   

エンザ  315：655－659  ごくわずかな変化により、ウイルスの伝播性が変化することが示さ  

れた。2つのアミノ酸変異によって、ヒトのα－2，6シァル酸からトリの  

α－2，3シァル酸へと転換すると、フェレット間で呼吸器飛沫による感  
巨  

染を起こさないウイルスとなった。さらに、α－2，6およびα－2，3双方  

に特異性のある1918ウイルスは感染性が低かった。ヘマグルチニ  

巨  

ン受容体特異性が、晴乳類におけるインフル工ンザ伝播に本質的  要  

な役割を果たす。   

備前  ウイルス  Ca11adia11   2006年12月18日付で、カナダ血液サービスは供血者が供血前に記  
感染   E引00d   入する供血記録の問診事項に一部修正を加える。カナダ保健局の  

Services2006  指示により、ヒト以外の霊長類（サル、ヒヒ、チンパンジー、アカゲザ  

年12月18日  ル、あるいはその血液や唾液）との職業的接触に関する質問を追  

加した。．サル泡沫状ウイルス（SFV）に関する認可された標準検査  

法がないため、供血者がこの質問に「はい」と答えた場合は無期限  

に供血延期となる。研究所で霊長類を扱う人、獣医師、動物園職員  
などが延期対象となるだろう。  

’0281  ウイルス  JInfectDis  ヒトポカウイルス感染の疫学的プロフィールおよび臨床的特徴を調  

感染   2006：194：  ベるため、2歳未満の小児のヒトポカウイルスを調査した。直接的  

1276－1282  免疫蛍光試験でRSV（respiratory去yncytialvirus工パラインフルエ  
ンザウイルス（卜3型二J、インフルエンザAおよびB、並びにアデノウイ  

ルスが陰性であった425名中22名（5．2ウb：）がPCRでとトポカウイルス  

陽性であり、無症候であった96名では陽性者はゼロであった′＝この  

試験期間中、2つの異なる遺伝型が見られた．二   

0257  ウイルス  P［－OMED－   日本でノロウイルスによる感染性胃腸炎が増加している。この疾患   
感染   l¶ai120061223．  ま従来食中毒とされてきたが、昨年の症例のうち生の貝類摂食に  

3593   関連したものは15％しかなく、患者の吐濡物や排泄物からtあるい  

まウイルスが手を介l〆て食物や食器に付着することで間接的に感  

染することが多い二今シーズンのノロウイルス流行は主にと卜…ヒト  

感染によるものであり、変異による新たなウイルて株の流行と考え  

られるこ2006年11月27日からほ月3日までの間に．全国の約3000の  

医療機関から65．638JL．の感染患者が報告されたノ＝  
邑  

ウイルフ  PI・OMED－   2006年12月2：さ日．、ケニアG釦一issaの公立病院に入院した患者複数  

l－1ほi12〔昭71〕10（う．  の症例から、リフトバレー熱のと卜でのアウトプしイクが初めて確認   
005Jヨ   された！gM及びPCRにより確定診断されたこ同地区での発病率  

ま1910万人で最高値は最初に患者が見つかった引1訓1taA仁）aト   

の129 川万人である2007年1月5日現在でほ8側に達しうち用例  

か死亡した二2007年順刷∃∴ケニヤ北東部の転帰地区でリフト  

02！う7  ウ1叶て  旨  

2007ノ′′′  

07／／18  

2007／  

06 15 

2007∫ノ′  

06／ノノ‘15  

2007′／  

06′′15  

＝こニニ＝＝＝∃＝＝ニ＝＝＝＝ ．＿一「7＿＿＿＿．■＿l▼＿一■＿＿＿＿  

媒介するり／りレスの証拠が見つかったとして、西オーフトラリア北  

部に居住あるいは滞在中の人′引二、鮮に注意するよう呼びかけ  

た‥西オ¶∴てトラリアナ挙が実施するサⅦ′・1ラニ′て、プロケテ⊥に  
よてて ヰ早舟雨期こ初めてクンニ∴ 〕▲川ノアが確認さ弓tナニ、「  
∴ヰ7川てけ虫封二よって媒イl事され≡，吾イ川．てで マし1Ⅳ′、↓∵⇒陀  

l・lral12〔巾70216  

qう86  
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0
0
－
 
 

p
”
 
 

“
一
 
 

二
〓
 
 

〓
－
 
 
出
】
℡
 
 
 

13  



血対 ID  受理 日  番号  感染症 （PT）   
出典   概要   

新出  

文献   
70059  2007／  70257  ウイルス  ProMED－   ペルーの地方保健局長官は、Cuzco県LaConvencjon郡で黄熟によ  

06／15  感染   mai120070216．  る死亡例3例が発生したと報告した。Cuzcoの保健当局によると、こ  
0596   のうちl例はMatoriato地区で発生したとのことである。当局は、La  

Convencion郡に向かう人全員を対象とした黄熟のワクチン接種  

キャンペーンを含む危機管理計画の策定を決定した。  

70067  2007／  70314  ウイルス  ProMED－   
07′′′10  

オーストラリアのVictoriaで、一人のドナーから臓器移植を受けた3  13  
感染   maj120070423．  例が死亡したが、未知のウイルスが原因であった。このウイルスは  

1325   リンパ性脈絡髄膜炎ウイルスと近縁であったが、既存のスクリーニ  

ング法では検出されなかった。454LifeSciencesによって確立され  

た迅速シークエンシング技術とGreeneLaboratoryによって開発され  

たバイオインフォマテイクスアルゴリズムによって発見された。  

70075  2007／  70336  ウイルス  Transfusion  輸血により、サルfoamyウイルス（SFV）感染が起こるかをアカゲザ  

07／′26  感染   2007；47：162－  ルを用いて調べた。感染ザルの血液を非感染ザルに輸血したとこ  
170   ろ、輸血されたサルの血液から8週後にプロウイルスDNAが検出さ  

れ、その1週間後にセロコンバージョンが起こった。血しょう中に検  

出限界下限のSFVが検出された。また感染29週目に唾液中にSFV  
が検出された。輸血によリSFVが感染することが初めて示された。  

70059  2007／  70257  ウエスト  CDC／MMWR  ID－NATを用いた強化スクリーニング開始以降に、初めて西ナイル  
06／15  ナイルウ  2007；56（4）：  ウイルス輸血感染症例が報告された。2006年に免疫不全患者2例  

イルス  76－79   が、感染ドナー1例（献血時のMP－NATの結果は陰性）由来の血液  

製品を投与された後、西ナイル神経侵襲性疾患を発症した。今回  
の例はID－NATは実施されておらず、ID－NATトリガーを促進すること  

が重要である。   

70059  2007／  70257  ウエスト  ProMED－   2006年、米国におけるウエストナイルウイルス感染のヒト症例は43  
06，／15  ナイルウ  m∂i120061214．  州から4052例が報告され、うち1396例で脳炎や髄膜炎を発症、死  

イルス  3510   亡例は146例だった。また、ウマ、トリ、蚊からのウイルス検出が報  

告されている。   

70059  2007／  70257  ウエスト  Transfusion  ウエストナイルウイルス（WNV）が輸血感染するとの認識により、米  
06／15  ナイルウ  2006：46二   国とカナダではウイルスRNAに関する供血者の検査が迅速に導入  

イルス  2036－2037  された。最近の分析ではこの検査は費用対効果が低いと指摘され  
ている。Custerらは、ミニプール検査と一部個別検査を組み合わせ  

た通年の検査は、費用対効果は低いが血液安全のためには最善  
の選択であるとしている。一方Korvesらは、検査の削減を提唱して  

いる。検査の効率性を問う必要はあるが、WNVスクリーニングを行  

う他の方法がないかを検討することも重要である。  

70069  2007／  70317  クロストリ  YOMIURI   千葉県の船橋市立医療センターは22日、同県内の50歳代の男性  
07ノ／′′18  ジウム感  

染   年2月22日 読  とを明らかにした。人への感染が報告されたのは世界初である。気  

売新聞）   腫痘菌は傷口などから動物の体内に入り、筋肉が壊死する「気腫  

癌」を発症させる。同センターは、「気腫症菌は人には感染しないと  
いうのがこれまでの常識たったこ詳しい感染経路を調べることが今  

後の課題」としている二   

70082      クロストリ  イザ（∴産経新  千葉県の船橋市立医療センターは22日、2006年2月に搬送され、亮  
ジウム感  
染   月23日   2月22日に発表した．こ人への感染が報告されたのは初めてである二   
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血対  感染症  

番号   （PT）   
出典   概要   

新   

ID   ニヤウイ  Dis2007；13：  ルス感染が再興した。分離ウイルスのゲノム配列は、1998年のア  
ルス感染  147－149   ウトブレイク時のMataysian分離ウイルスの配列との相同性が高  

かった。この感染の再興は、他のインド洋諸国における流行とは関  
係ないが、マレーシア特有のテクングニヤが流行する可能性が浮  

上している。  

70059  2007′′′ノ  702：57  テクンク  毎日新聞   1月24日、厚生労働省はスリランカから帰国した30歳代の女性が、  
06′．ノー15  ニヤウイ  2007年1月24  テクングニヤ熱に感染していたと発表した。国内で日本人の感染が  

ルス感染  日   確認されたのは初めてである。，女性は2006年11月中旬、スリランカ  

で発熱し、現地でテクンダニヤ熱かデング熱と診断された。女性は  

すでに症状は回復し、在住するスリランカに戻っている。厚労省に  

よると、テクングニヤ熟は発熱や関節炎．，発疹などが特徴で、死亡  

率は極めて低い。蚊を介して感染し、人から人への感染はない．。  

70059  2007′・′  70257  トリパノ  AABBWeekly  FDAがシヤーガス病の供血者スケノーニング検査試薬を初めて認  

06ノノ15  ソーマ症  Repol・t2006；  可したのを受け、米国血液銀行協会（AABB）は、採血施設が検査  

12（43二）：1－2  導入とその期間を決定し．b供血者と受血者のフォローアップのため  

のガイダンスを提供するのに役立つよう、協会公報＃06－08を12月  

14日に発表した。，具体的な勧告内容は、出荷停止、遡及調査、自  
己血輸血で繰り返し検査陽性となった場合の成分製剤出荷の認  

可、供血延期措置、通知．、確認試験、供血者の医学的評価のため  

の供血延期などの事項が盛り込まれている。 

70069  2007・′  70317  トリハノ  FDANews  米国FDAは2006年12月13日、重篤且つ致死性の寄生虫感染症の  
07／′18  ソーマ症  PO6－1982006  シヤガス病を引き起こす血液寄生虫について血液ドナーをスクリー  

年12月13日  ニングする新しい検査を承認した。．この試験はORTHOT，C，－uZi  

ELISATestSystemと呼ばれ、tryPanOSOmaCruZi抗体を検出するも  
ので、このような検査では初めてFDAに承認されたものである。この  

検査は、全血の供血者のスケノーニングに加えて、臓器、細胞及び  
組織ドナーからの血祭及び血清をスクリーニングするのに用いられ  

る。   

70059  WHOによると、感染の数十年後に死亡する可能性もある寄生虫   15  
06／15  ソーマ症  AlertNet2007  症、シヤーガス病が、不適切な血液スクリーニングが原因でラテン  

年4月13日  アメリカから米国やヨーロッパに拡大している二，WHOはバイエル社  

の支援を受けて、今や「地球規模の問題」となったシヤーガス病根  

維のための事業を拡大しているL二シヤmガス病に感染している人は  

900万人にのぼると見られ、その多くはラテンアメリカの農村部の子  

ともである二最近では大規模な移民の影響で米国、スペインや他の  

欧州諸国に広がっている＿   

70り59  20〔け′  70257  トリパノ  Tl・a11SfしISl〔り1  神経芽細胞腫（ステⅦジ右を発症i＿た3歳半の女児が複数の血液  

〔昭15  、ノ叫∵フ症   2〔IO7丁47二54り－－  成分製剤投与を受けた後 Tj′y蓼〕狛二朋竜．T舌二川こiによるシヤ・叩カブ病  

5‘1q   

’：ヤーカて、病藩梁の7何戸の郁告てあチ∴ヤァnヤフ病てヤけw  u  

ク検査か必要であモ，ことを示してし‘iそ一   
l 旨  

i   

70り69  2007  

l〕7iさ三   ウナルフ   16，  
＋＋∴十  ㌧ 川           70こ〕17  ノ＼ルポ   T†・a‡1S干しj≡f引1 2007：4‘ノ7：与83－  1993－1998年及び2佃卜2桝4年の間に製造された6つの第Ⅷ因子濃 縮割の284ロットについて吊」冗し1ミe‡、JAT法によリバルポウイル7   吾＋＋＋  ‖ u    ‖ i  i H u   崇軍誓貢⊆；芸濃草憲藍蓄違二言器護喜巨  

l  ＝㌻刀 

巨   n 萱 F  吾  ・  

さ Ⅶ．」■    ．…r．i 巨 ．「【」三竺▼モボ拍巨性細る        基 皇   
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血対 ID  受理 日  番号   感染症  
概要   

新出  

（PT）   出典     文t  70069  2007／  70317  ヒトポリ  JViro12007：  ヒトの気道からの検体をウイルススクリーニングし、KIポリオーマウ  17   07／18   オーマウ  81：4130こ4136  イルスと暫定的に名付けた未知のポリオーマウイルスを同定した。  
イルス感  このウイルスは、遺伝子のearly領域では、他の霊長類のポリオー  
染  マウイルスに系統遺伝学的に近縁であるが、ねte領域では、既知の  

ポリオーマウイルスに対して相同性が少ない（アミノ酸同一一性30％未  

満）。このウイルスは、PCRによって、鼻咽頭吸引物637例中6例  
（1％）と便検体192例中1例（0．5ウb）で検出されたが、尿及び血液検体  
では検出されなかった。   

70069  2007／  70317  ヒトポリ  PLoS   急性呼吸器感染症に罷った患者からの呼吸分泌物中に存在する  18  
07′／18  オーマウ  Pathogens  新規のポリオーマウイルスを同定し、WUウイルスと名付けた。WU  

イルス感  

染   604   つ。系統遺伝学的分析から、このWUウイルスは、既知の全てのポ  
リオーマウイルスとは異なっていることが明白となった。オーストラリ  
ア及び米国の急性呼吸器感染症患者2135例中43例からWUウイル  
スが検出され、地理的に広く分布していることが示唆された。   

70059  2007／  70257  マラリア  Eurosurve州an  2006年8月にコルシカ島で三日熟マラリア1症例が診断された。プラ  
06／15  ce 2006年11  ンス南東部出身の59歳男性で、2006年夏に南コルシカのボルトに  

月16日   滞在していた。患者はマラリア流行地域への渡航歴はなかった。マ  
ダガスカルに渡航歴のある三日熟マラリア患者が7月初めに同地  

区に滞在しており、コルシカのハマダラカによってP．∨ルaxの国内伝  
播が起こったことを示唆している。  
本症例は、この地域で報告されたマラリアの地域内伝播の1972年  
以来初の症例である。   

70059  2007／  70257  マラリア  Eurosurve‖an  輸入感染症サーベイランスに関するヨーロッパネットワークへの報  

06／15  CeWeekJy   告数によると、2006年11月下旬以降、インド、ゴア州への渡航者に  
release2007；  おいて、熱帯熱マラリア患者が増加している。1月10日までに、ドイ  
12（1）：070‖1  ツで2例、デンマークで4例、スエーデンで2例、計8例の患者が報告  

された。   

70078  2007／  70346  マラリア  ProMED－   ジャマイカ保健省によると、壱007年4月の1ケ月間に新規のマラリア  19  
07／27  maj120070501．  症例11例が報告された。内2例は、メスのハマダラカが媒介する熟’  

1414   帯熱マラリア原虫によるものであった。また、2006年12月に最初の  
症例が報告されて以降、輸入感染症例が7例あった。2007年4月1■  
～21日の間に実施された鍾4検体の検査の結果、血液検体陽性率  
ま0．7～l．8％で減少を続けている。最近、AnopheJesalbimanus蚊が  
マラチオン殺虫剤に耐性を示し始めたことが確認されたため、感染  
拡大を防ぐために代わりの殺虫剤を探している。  

70069  2007′′／  70317  レンサ球  ProMED－   米国の科学者は北アメリカで初めて報告されたStreptococcussuis  

07／′18  菌感染  l¶ai120070223．  髄膜炎のヒト感染例を確認した。健康であった59歳の男性農業従  
0668   事者が髄膜炎で入院し、S．suis感染と判明した。S，Suisはブタで重  

病を起こすグラム陽性球菌であり、ブタを扱う職業の人は注意が必  
要である。保健当局はヒトからと卜への感染のおそれはないとして  

いる、   
70059  2007  Blood2006：  0．2mMS－303（アクリジン化合物）および20mMクルタチオン（GSH）  

06」5  108：Abstl・aCt  を用いた改良S－303処理法を用い、RBC中の細菌およびウイルス  
＃4144   不活化の有効性を評価した－ニ輸血に関連するグラム陽性菌および  

グラム陰性菌、Vesicularstomatisウイルス、Adenovirus5、HIVおよ  
びウシウイルス性下痢ウイルスrHCVのモデル）のいずれも改良S－  

303処理により効果的に不活化された。  
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染症  
出典   概要   

新出  

番号  琴 （PT）  文献   
mai1200611柑．  フィリピンで犬にかまれ、帰国後に狂犬病を発症して死亡したと発  

3303   表した。厚労省によると、日本人が国内で狂犬病を発症したのは36  

年ぶりである。厚労省によると、男性はフィリピン滞在中の8月末に  
野良犬にかまれ、11月1日に帰国した。9日に風邪のような症状で  
京都市内の病院を受診した。その後、幻覚症状、水や風を怖がるな  
ど狂犬病特有の症状を発症した。国立感染症研究所が調べたとこ  

ろ、男性の唾液から狂犬病ウイルスが検出された。   

0：；17  結核   NIKKEINET  既存の治療薬荊盲とんど効かず、世界保健機関（WHO）が警戒を  
いきいき健康  呼び掛けている「超多剤耐性」の結核菌が、国内でも入院患者の  
2006年12月5  0．5％から検出されたことが、結核研究所の調査で明らかになった。  
日   2002年6月から11月にかけて国内99の結核治療施設の入院患者  

3122人から採取した結核菌を分析した結果である。検出例の半数  

は薬の服薬歴がなかったことから、他の患者から感染した可能性  
カミ乱＼   

0257  細菌感染  ABC   2004年度から2006年度にかけて米国食品医薬品局（FDA）に報告  20  
NewsJetter  された輸血関連副作用による死亡症例数である。3年間の合計は  
2007年4月13  219例で、内訳はTRALI86例（39，3％）、その他の副作用（ABO不適  

日 21ページ  合以外の溶血反応、輸血関連心過負荷、細菌感染、アナフィラキ     シーなど）67例（30．6％∴細菌感染20例（∈＝％）、ABO不適合による  
溶血反応15例（6．8％）、輸血が原因である可能性が否定できない  

症例31例（14．2％）となっている1二   

0346  細菌感染  American   日本のこ次医療施設である自治医科大子病院（病床数1082床）に  21  

Societyわ「  おいて、2006年4月1日～8月31日に、患者28名の血液培養から  
Microbiology  BacHIuscereusが検出された．＝リネン類の汚染と末梢静脈ラインの  
107thAnnual  不適切な取り扱いが原因であると考えられた。一時的に1」ネン類の  

Meeting：L－  オートクレーブ処理を行い、洗濯機を洗浄し、末梢静脈ライン管理  
004 2007年5  について職員の教育を行ったことで、B，CereuS陽性血液培養はそ  
月21－25日  の後検出されなかった 

03・46  細菌感染  CIinInfectDis  2005年3月、米国ネブラスカ州の病院で複数の病室において、無針      2007：44：  静注力テーテルコネクターバルブが導入された時期に血流感染の  
1408－1414  急激な増加が見られたっ一次血流感染について調査を行ったとこ  

ろ、一次血流感染と無針静注力テーテルコネクターバルブの使用と  

の問に有意な関連性が認められた．＝細菌培養を行った37個のパル  

ブのうち24．30。から微生物が検出され、主にコアケラーゼ陰性ブドウ  
球菌であった▼無針コネクタ皿パル？の評価には市場導入前に感  

染リスクの査定を含めるべきである   

鳥イ∴ノブ  E川一仁．Sし＝∴′・e川手＝  2006年11即9日時点■てけ封車型卜lト音ノブ川工ニサケ川7感染唐  

ル工ンサ  eeニ之0〔時ニ   者258名が刊伸二）に報告され、50カ国しi上て鳥類での感染か確認さ  

＝【i2）：（二崎lエH  う十ており う■ちiljカ国ては鳥類かと卜患者発生の感染源となT，てい  

盲  三〉Eしlでけ同ウイルフは家禽には感染定着してぁらす▲一ご0鵬毎春 季にりなともほカ国で野鳥の感染か確認さヰ1たが ．ヒト感染症例  
！   は発生してぃない‥家禽直感染予防か成功し磨揉招甘酢7】しりて竜   

6 【  

速に制圧き†けニ散発例の郁告か続いて巨モこ．とから 生物学約安  
H  墓主権偉才づ’蕪と早朝警報二てテムを堅持す三心算か患モー  

2007′／  

06ノ／15   

70069  
2007′／  

〔け18  

70078  

▼ ■ ■■■■ ■■■■■■■■■●－－●■■■，■■■■■L■■■■■●■■■ ■■－■－■■■■ 一■■■■－－－ －－ ■ ■●－－－ －－－－－■■－■■ －－－－■■ ■■■■■L ■‾ ‾‾ ‾‾  

－〟HOは H朴＝鳥インフ几工ノサ｛イノトフによ■・I光を当て ′1；二・ギ  

ミツウ韓－の変異の検出を容易にすr≡ノた捌こ H5日鳥・L∴フ圧エ∴  

サ不七＝責堅調査のた恥カかけテ1′与奪表したこけノLT－℡tし才：1カ／E  

Fラレけ 嚢者の問診 周「蔓て他（ア）症例を捜索す三いことにくプニろ接  

触暦申開蛋 ヒトーセト感染〔r）何らカープニト激憤を発見すモ′王（三 ‖FT－m  

≒－＿でけ巨亮庁検査中結果か建言前に肇十症潤ほ濁紹を汗ラこ1j二  

妄要言凱て‾いニ  一㌔．ヱノS乏．い1：けこ諌と 各症例直鰍壷紆。［調査を京めてし－き′「タブーi  

巨室． ‾■  

ノ宇工ノ1十  

Rぺ心臆［巨  

【－－▲i茹20併一にリ1  
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血対 ID  受理 日  番号  感染症 PT   
出典   概要   

新出  

（）  文献   

70059  2007／  70257  鳥インフ  ProMED－   2007年1月18日、農林水産省は、宮崎県の養鶏場で発生したトリイ  
06／15  ル工ンザ  maiI20070120．  ンフルエンザは高病原性ウイルスによるものだったと明らかにし  

0260   た。同省は養鶏場で死亡した鶏から採取したウイルスのサンプルを  

検査して病原性が高いものであることを確認した。H5Nl型ウイルス  

の流行は、宮崎県清武町の谷口酵卵場黒坂農場で発生し、3つあ  
る鶏舎のうち1つで3500羽の鶏が死亡した。   

70059  2007／  70257  鳥インフ  Transfusion  血焚製剤の製造中に通常使われるウイルス不活性化処理、即ち、  

06／15  ルエンザ  2007；47：452－  ヒトアルブミンの低温殺菌、静注用免疫グロブリン（Ⅰ∨IG）のSD処理、  

459   第∨ⅠII因子インヒビターバイパス複合体製剤の蒸気加熱、及びⅠ∨IG  

の低pHインキュベーションが、H5Nlインフルエンザウイルス不活化  

こ有効かを再集合体株を使って調べた。その結果、H5Nlインフル  

エンザウイルスは、エンベロープウイルスと同様の挙動を示し、これ  

らのウイルス不活化処理によって効果的に不活化された。  

■■－■■－■t■■▲＿′ ■■■■鵬■■■■t▲  ■■ ■■－t■■■r一－－▲■■■■■■一■■■■1■■■■．■■■■一■－■－■■■■■■■■－■▲一■■■■■■■■■t■「■■■・■■1－1一一■一■■●－  

70070  2007／  70324  伝染性紅  VoxSanguinis  ハブトグロビンおよび抗トロンビンの2つの異なった調整液にヒトパ  

07／24  斑   2007；92：121－  ルポウイルスB19を加え、600cで10時間処理した。異なった溶液中  

124   のB19は加熱中異なった熱感受性パターンを示し、ハブトゲロビン  
調整液中では緩やかな不活性化、抗トロンビン調整液中では限定  

的な不活性化であった。異なった調整液を用いた以前の研究では  

B19は迅速に不活性化され、今回の不活性化の動力学とは大き〈  

異なった。B19の熱感受性は溶液組成に大きく依存する。   

70059  2007／  70257  梅毒   Lancet2007；  中国の性感染症サーベイランスシステム及び監視サイトネットワー  
06／′15  369：132－138  クからの症例報告データを収集し評価した。中国における報告され  

た梅毒の全症例発生率は、1993年には100，000人あたり0．2例で  

あったが、2005年には、第一期及び第二期梅毒だけで100，000人あ  

たリ5．7例であった。先天的な梅毒の発生率は、1991年は100，000例  

の出生児あたり0．01症例であったが、2005年には100，000例の出生  

児あたり一19．68症例まで、年平均71．9ワもの割合で大きく増加した。  

ーーー＿■■叫＿＿■■●■＿■l■1－．．■＿＿－＿－＿．＿■■■■■－●－■■■■■■■－■■－■●－．．■■■■▲■■l■－■■■■■■●■■■■－一叫－－－■■■■■l■■－■●■■■一－－－一一■■  

2007／  
06／15  

asahi．com   東京都や埼玉県など関東地方ではしかが流行していることが、国  
2007年4月18  立感染症研究所感染症情報センターがまとめた定点調査でわかっ  

日   た。例年より流行は早く、人の移動が活発になる連休に向けてさら  
こ広がることが予想されるとして、同センターは緊急情報を出して注  

意を呼びかけている。同センターによると、例年、はしかの発症は  
乳幼児に多いが、今年の流行は10代前半や大人に多いのが特徴  
上1⊥主．＿＿＿＿＿…＿＿＿＿‖＿＿＿＿……＿＿＿＿＿＿＿‖＿……＿＿＿‖＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿叩……＿＿＿＿＿＿＿‖  
■－▲＿＿■l＿＿l＿＿＿一＿■■－■■■■一－■■1■＿．l■＿．」一m■■－■－－．－■■■■－－■■一●■■－■■■■■－▲■■■■■■■■■■■■－－－－■■一－－－■■－■－一－・・一口－■■■   

18   




